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CRONOSの政策意図

• 「情報通信科学・イノベーション基盤創出」
–大切なこと：情報通信であること、イノベーションにつながること

•総務省ではカバーしきれないものをカバー

• アカデミックな土台を確立

• アカデミアと産業界の人材育成へとつながること
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技術的に実現の難易度が高い野心的

な目標設定であること

1

多様なステークホルダーが共感し、共同

で目標達成に取り組めること

2

良いグランドチャレンジ：より良い未来を共に創造するための
「登りがいのある山」
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• 学術及び開発者コミュニティに対して公開・共有され、
利用されるプラットフォーム

• ハードウェアプラットフォーム（例：ソフトウェア無線、
センサネットワーク）

• ミドルウェア、OS

• アプリケーション、開発ツール

• データの構築と公開、コンペ

• 各種データセット、ベンチマーク、コンペの開催

グランドチャレンジに求めること

挑戦を通じて技術の進化を促し、より良い未来を共に創造していくこと



2026年度 募集対象のグランドチャレンジ

■ 2026年度は、領域ごとにグランドチャレンジ（GC）を設定し、募集

■ 2023,2024年度と同様に、提案者が設定するグランドチャレンジ（GC00）での応募も可能
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中尾領域 川原領域



GC04：基盤アーキテクチャとサービス・アプリケーションの密結合による新価値の創出

● 通信ネットワーク・OS・端末などの基盤アーキテクチャと、サービス・エッジデバイス・アプリケーションは相互に連関しながら進
化してきた。

● 従来は各レイヤーが個別に最適化されてきたが、クロスレイヤーで相互性能を引き出す設計・運用にも取り組まれている。

● 深層学習やLLMの登場により高度な認識・推論が可能になったが、5Gネットワーク・端末性能・AIアクセラレータなど基盤
技術の進化を十分に活用できていない。

● 環境からのリッチなセンサー情報・高性能エッジ/クラウド資源・大規模AIモデルとの連携を活かした新たなアプリケーションの
登場が期待される。

● 課題解決には物理デバイス・通信・制御・アプリケーション・社会課題をクロスレイヤーで統合的に設計・運用する必要があ
る。

【含まれるアプローチ・技術例】

▶ フィジカルAIの具体的アプリケーションを志向した上で、エッジデバイスの計算資源・電力制約を考慮しつつ、大規模基盤モデルを軽量
化・最適化（知識蒸留・量子化）して物理空間へ展開する統合基盤技術

▶ 環境センサーからのリッチなデータに基づき、AIエージェントが自律的に次なる計測条件・実験パラメータを決定し、自動化された実験イ
ンフラを制御する研究基盤を、さまざまなスケールでの実証に繋げる技術

▶ 通信が途絶した際にも、エッジ側で最低限の物理的安全性を維持するための自律的なAIエージェント基盤
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※前年度からのアップデート



GC05：データによる意思決定支援システムと予測の不確実性の克服

● 気象・渋滞・災害・医療といった分野で、AIによる予測が人々の生活や社会活動に直接影響を与えるようになっている。

● 高精度なAIモデルでも、不確実性・ハルシネーション・バイアスなどのリスクを完全には排除できず、過度なシステム依存は
問題を見落とす原因となる。

● AIの予測結果に「信頼度」や「根拠」を明確に示し、人間や他システムが容易に解釈できる仕組みの研究が重要となって
いる。

● 誤判断を防ぎつつ、予測が外れた場合にも迅速な対策・検証が可能な、データ駆動型の意思決定支援システムが求め
られる。

● 大規模データをリアルタイムに活用するため、エッジデバイスによる高速処理とクラウド上の大規模AIモデルの連携、および
AIエージェントの自律的なデータ判断を組み合わせた新たなアーキテクチャが必要である。

【含まれるアプローチ・技術例】

▶ 世界モデルや物理的法則を制約として組み込む(Physics-Informed Neural Networks)ことで、単なるデータ予測を超えた推論
品質・リアルタイム性の向上を図る手法

▶ AIエージェントが予測の不確実性を自覚し、それを解消するために最も価値あるデータを自律的に探索・取得する手法

▶ 人間が全てを確認できない大規模分散システムにおいて、AIがAIを監視し、人間がそれを監督する統治フレームワークや、多様なステ
ークホルダーの価値観を調整する手法
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※前年度からのアップデート



GC06：ベンチマーク・データセットドリブンで領域を発展させる情報通信の新領域

● ベンチマークや大規模データセットは画像認識・自然言語処理で成果を上げたが、気象・災害・ものづくり・コンテンツ産業
などの現実課題ではデータ整理や手法比較が難しい。

● 日本の製造業やコンテンツ産業では多くのデータ・プロセスが閉鎖的で研究基盤が十分にオープン化されていないため、共
有可能なベンチマーク整備が急務である。

● 新規デバイス・ロボット・未確立アーキテクチャに対する横断的評価基準も不足しており、各産業に特化した実践的ベンチ
マークの公開が必要である。

● 企業・行政・クリエイターがデータやプロセスを自主的に共有するには、利益配分などのインセンティブ設計や産学官連携エ
コシステムの構築が不可欠である。

● 本GCでは、情報通信技術の進化に貢献し学術的新規性を備えた技術を軸に、ベンチマーク・データセットの整備とコミュ
ニティ形成につながる提案を求めている。

【含まれるアプローチ・技術例】

▶ ネットワーク遅延・パケットロス・エッジデバイスの消費電力といった情報通信システムの動的変動指標をメタデータとして内包し、リソース
制約下での推論効率やシステム性能を多角的に定量化する評価指標

▶ 物理シミュレータと実測データを高度に同期させ、AIモデルの物理的妥当性・シミュレーションと現実の乖離・未知環境への外挿性能と
堅牢性を評価する自動生成型ベンチマーク

▶ 生データを開示することなく分散環境下で学習・推論・検証を遂行する基盤技術や、提供者の主権を保護しながらモデルの妥当性・
公平性を数学的・システム的に監査可能にする共創フレームワーク
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※前年度からのアップデート



提案書作成のコツ

「何をどうやるのか具体的に見えない」「本当にできるのか」「何が新しいのか」の3点が不採択の主要因

• 研究計画・方法論の不明確さ（具体的な方法やアプローチが不明瞭）

• 独創性・新規性・優位性の不足 （既視感がある。既存研究の延長にみえ、従来手法との差分、優位性が
不明確）

• 応用・社会的インパクトの不足 （応用先が限定的で社会的なインパクトが見えにくい）

• スコープの問題 （テーマが狭すぎる、広すぎる）

※ 生成AIの利用は戦略的に

採択されるには

「独創的なアイデア × 具体的で実現性ある計画 × 適切な研究体制 × コミュニティへの貢献」

の4点が揃っていることが鍵
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